
気候情報

2017年の大雨

梅雨前線等の影響で九州北部地方を中心に記録的な大雨

１．概要

平成29年の梅雨入りは，かなり遅い地方が多かっ

た．東北南部の梅雨入りは６月30日頃で，1951年の統

計開始以降最も遅かった．

梅雨明けは，関東甲信以西では早い地方が多く，中

国地方と関東甲信地方ではかなり早かった．一方，北

陸地方では遅かった．また，東北南部，東北北部で

は，梅雨明けの時期を特定できなかった．

６月から７月にかけては，日本付近に停滞した梅雨

前線や台風等の影響で，各地で大雨となった．特に７

月５日から６日にかけて九州北部地方で記録的な大雨

となり，甚大な被害が発生した（平成29年７月九州北

部豪雨)．

また，９月には台風第18号や前線の影響で，沖縄・

奄美から西日本，北海道地方を中心に大雨や暴風と

なった．

更に10月には，台風第21号及び台風第22号や前線の

影響で，西日本から北日本の広い範囲で大雨や暴風と

なった．

２．主な大雨

ここでは，人的被害や社

会活動に影響をもたらした

大雨について，気象と災害

の状況をまとめた．被害状

況については，主に気象庁

がとりまとめた資料による

が，一部，内閣府等発表の

資料も使用した．また，人

的被害の数には風等を原因

とするものも含まれる．な

お，風速や降水量などの観

測値を記載する際の観測地

点名は，都道府県名，市町

村名及び地点名とした．

(1)４月17日～４月19日：

西日本から北日本（大

雨，暴風，高波）＜低

気圧，前線＞

４月17日から19日にかけ

て，低気圧が発達しながら

日本海を北東へ進み，この

低気圧からのびる前線が日

本付近を通過した．この影

響で，高知県の多いところ

で日降水量が200mmを超
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第１図 総降水量分布図（期間：７月５日～７月６日)．



えるなど，西日本から東日

本，北海道で日降水量100

mmを超える大雨となっ

た．また，最大風速が高知

県室戸市室戸岬で29.8

m/s，山形県酒田市飛島で

27.6m/sとなるなど，西

日本から北日本で暴風とな

り，北日本太平洋側では大

しけとなった．

この影響で，西日本から

北日本にかけて住家の損壊

や農地等への被害，道路の

通行止めや鉄道の運休，船

舶・航空機の欠航などの交

通障害，停電等が発生した

（被害の状況は，気象庁調

べ)．

(2)６月７日～７月27日：

全国（大雨，暴風，高

波，突風）＜梅雨前

線，台風第３号＞

平成29年６月７日から７

月27日の期間中，日本付近

に停滞した梅雨前線や台風

等の影響で，各地で大雨と

なった．

６月19日頃から21日頃にかけては梅雨前線上を低気

圧が東に進み，近畿地方の多いところで日降水量が

400mmを超えるなど，西日本を中心に大雨となっ

た．また，６月30日頃から７月６日頃にかけて，梅雨

前線の活動が活発となり，台風第３号が日本に上陸

し，これらの影響で九州から東北地方で大雨・暴風と

なった．特に７月５日から６日にかけては活動の活発

な梅雨前線が停滞した影響等で，線状降水帯が形成・

維持された．このため，猛烈な雨が同じ場所で降り続

き，期間中の最大１時間降水量が福岡県朝倉市朝倉で

129.5mmに達し，降り始めからの降水量は，福岡県

朝倉市朝倉で586.0mm，大分県日田市日田で402.5

mmとなり，中国地方でも300mmを超えるなど，西

日本で記録的な大雨となった．第１図には７月５日か

ら６日までの総降水量分布図を示す．気象庁では，九

州北部地方で発生した豪雨について「平成29年７月九

州北部豪雨」と命名した．その後７月22日頃から23日

頃にかけては，梅雨前線が北陸地方から東北地方に停

滞し，東北地方の多いところで日降水量が200mmを

超えるなど大雨となった．第２図には７月22日から26

日までの総降水量分布図を示す．このほか，７月16日に

埼玉県でガストフロントと見られる突風が発生した．

これらの大雨等の影響で，土砂災害や河川の氾濫，

浸水害等が発生し，甚大な被害となった．特に６月30

日頃からの梅雨前線による大雨や台風第３号による大

雨等では，九州北部地方を中心に，赤谷川等の中小河

川の氾濫のほか，土砂災害や浸水害等が相次いで発生

し，死者42名，行方不明者２名の人的被害が生じた．

また，７月22日頃からの梅雨前線による大雨では，東

北地方を中心に河川の氾濫や浸水害等が発生し，雄物

川やその支川等が氾濫した秋田県等で住家浸水等の被

害が発生した（被害の状況は，平成30年１月17日及び

平成29年８月９日の内閣府とりまとめによる)．

2018年５月

第２図 総降水量分布図（期間：７月22日～７月26日)．
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(3)８月３日～８月９日：全国（大雨，暴風，高波，

突風）＜台風第５号＞

７月20日21時に南鳥島の北東で発生した台風第５号

は，反時計回りに進んだ後，進路を南西に変え，その

後，徐々に進路を北西に変えた．台風は，８月５日に

屋久島の西海上でほとんど停滞した後，進路を北東に

変え，６日02時過ぎに屋久島を通過し，同日09時半頃

に種子島を通過した．台風は７日10時前に室戸岬を通

過し，同日15時過ぎに和歌山県北部に上陸して，その

後も北東に進み，８日には日本海に達した．台風は８

日21時に日本海で温帯低気圧となり，その後，９日21

時に消滅した．

この影響で，奄美地方では，多いところで日降水量

が500mmを超えたほか，西日本から東日本でも広い

範囲で日降水量が200mmを超える大雨となった．ま

た，奄美地方から東海地方にかけて，太平洋側を中心

に風速20m/s以上の非常に強い風を観測するなど暴

風となり，海は太平洋側で大しけとなった．さらに，

台風の接近に伴って大気の状態が不安定となったた

め，７日に，愛知県で日本版改良藤田スケールで

JEF2の強さの竜巻が発生した．

この影響で，死者２名の人的被害が発生したほか，

西日本を中心に土砂災害や浸水害等が発生し，住家の

損壊や浸水，公共施設や農地等への被害が発生した．

また，道路の通行止め，鉄道の運休，航空機・船舶の

欠航等の交通障害，停電，電話の不通等のライフライ

ンの被害が発生した（被害の状況は，気象庁及び，平

成29年８月10日の内閣府とりまとめによる)．

(4)８月11日～８月19日：西日本から東日本（大

雨）＜気圧の谷，低気圧＞

８月11日から19日にかけて，複数の低気圧が連続し

て日本付近を通過し，大気の不安定な状態が継続し

た．このため，全国的に雨となり，西日本から東日本

にかけて大雨となったとこ

ろがあった．

この影響で，西日本から

東日本にかけて土砂災害や

浸水害等が発生し，住家浸

水や農地等への被害が発生

したほか，道路の通行止め

や鉄道の運休などの交通障

害，停電等が発生した．ま

た，東京都では落雷による

人的被害が発生した（被害

の状況は，気象庁調べ)．

(5)８月30日～９月２日：

東日本（大雨，暴風，

高波）＜台風第15号＞

８月28日15時にマリアナ

諸島の東海上で発生した台

風第15号は，徐々に進路を

西へ変えた後，小笠原諸島

の周辺で２回，反時計回り

に進んだ．その後，台風は

進路を北東に変え，日本の

東を北上した後，３日21時

に千島の東で温帯低気圧と

なった．

この影響で東日本を中心第３図 総降水量分布図（期間：９月13日～９月19日)．

2017年の大雨
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に雨となった．台風が接近した小笠原諸島では大雨や

暴風となり，海は猛烈なしけとなった．

(6)９月３日～９月４日：沖縄・奄美から西日本（大

雨）＜湿った空気＞

９月３日から４日にかけては，日本海に中心を持つ

高気圧の縁辺を回る湿った空気が流入した影響で，沖

縄・奄美から九州を中心に雨となり，奄美地方の多い

ところで日降水量が400mmを超える大雨となった．

この影響で，沖縄地方や奄美地方を中心に住家の浸

水や停電等の被害が発生した（被害の状況は，気象庁

調べ)．

(7)９月13日～９月19日：全国（大雨，暴風，高波，

突風）＜台風第18号，前線＞

９月９日21時にグアム島の北西で発生した台風第18

号は北西に進み，13日から14日にかけて宮古島付近を

北上した．その後，台風は

東シナ海で進路を北東に変

え，17日11時半頃に鹿児島

県薩摩半島を通過し，同日

12時頃，鹿児島県垂水市付

近に上陸した後，同日16時

半頃に高知県西部に再上陸

し，更に同日22時頃に兵庫

県明石市付近に再上陸し

た．台風はその後日本海に

抜け，18日03時に佐渡島付

近で温帯低気圧となった．

台風第18号や台風から変

わった温帯低気圧，日本付

近に停滞した前線の影響で

全国的に大雨となり，降り

始めからの降水量が，宮崎

県宮崎市田野では618.5

mmを観測するなど，沖

縄・奄美や西日本で500mm

を超える大雨となった．第

３図には９月13日から19日

までの総降水量分布図を示

す．また，最大風速は高知

県室戸市室戸岬で39.1

m/s，沖縄県宮古島市下地

で38.8m/sとなるなど，

沖縄・奄美や西日本では風速30m/sを超える猛烈な

風を観測したところがあり，沖縄地方から北海道地方

に至る広い範囲で風速20m/s以上の非常に強い風を

観測した．沖縄・奄美から北日本太平洋側では大しけ

となり，沖縄・奄美から西日本太平洋側では猛烈なし

けとなったところがあった．さらに，台風の接近に

伴って大気の状態が不安定となったため，17日に宮崎

県で竜巻と見られる突風が発生した．

この影響で，大分県をはじめ西日本を中心に河川の

氾濫や浸水害，土砂災害等が発生し，死者５名の人的

被害が発生した．住家の浸水や公共施設，農地等への

被害があったほか，停電や電話の不通，水道などライ

フラインへの被害が発生した．さらに，道路の通行止

めや鉄道の運休，航空機・船舶の欠航等の交通障害が

発生した（被害の情報は，気象庁及び，平成29年９月

22日の内閣府とりまとめによる)．

第４図 総降水量分布図（期間：10月20日～10月23日)．
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(8) 10月20日～10月23日：全国（大 雨，暴 風，高

波）＜台風第21号，前線＞

10月16日03時にカロリン諸島近海で発生した台風第

21号は，21日から22日にかけて日本の南を北上し，そ

の後，四国沖を北東に進んだ．台風は，23日03時頃に

静岡県掛川市付近に上陸した後，関東地方を北東へ進

み，23日09時に日本の東で温帯低気圧となった．

台風第21号や台風から変わった温帯低気圧，日本付

近に停滞した前線の影響により，西日本から東日本，

東北地方の広い範囲で大雨となった．特に近畿地方や

東海地方で，降り始めからの降水量が500mmを超

え，和歌山県新宮市新宮では48時間の降水量が888.5

mmを観測し，観測史上１位の値を更新するなど，記

録的な大雨となった．第４図には10月20日から23日ま

での総降水量分布図を示す．また，最大風速は東京都

三宅村三宅坪田で35.5m/s，新潟県佐渡市弾崎で

31.9m/s（いずれも観測史上１位の値）となるなど，

西日本や東日本，北海道地方で風速30m/s以上の猛

烈な風を観測したところがあり，沖縄地方から北海道

地方に至る広い範囲で風速20m/s以上の非常に強い

風を観測した．海は全国的に大しけとなり，近畿地方

から東北地方太平洋側では猛烈なしけとなったところ

があった．

この影響で，西日本から東北地方の広い範囲で河川

の氾濫や浸水害，土砂災害等が発生し，死者８名の人

的被害が発生した．また，公共施設や農地等への被

害，停電や電話の不通，水道やガスなどライフライン

への被害が発生したほか，道路の通行止めや鉄道の運

休，航空機・船舶の欠航等の交通障害が発生した（被

害の情報は，気象庁及び，平成29年11月６日の内閣府

とりまとめによる)．

(9) 10月27日～10月30日：全国（大 雨，暴 風，高

波）＜台風第22号，前線＞

10月24日21時にマリアナ諸島の西海上で発生した台

風第22号は北西に進み，その後，進路を北に変えた．

台風はその後，進路を北東に変え，28日14時前に沖縄

県沖縄本島付近を通過した後，29日21時に千葉県の南

東沖で温帯低気圧となり，30日03時に消滅した．

台風第22号や本州付近に北上した前線の影響で，西

日本から東日本にかけての太平洋側を中心に大雨とな

り，九州では日降水量が300mmを超える大雨となっ

たところがあった．また，沖縄地方から北海道地方に

至る広い範囲で風速20m/s以上の非常に強い風を観

測した．沖縄・奄美から東日本太平洋側で大しけとな

り，沖縄・奄美や西日本太平洋側では猛烈なしけと

なったところがあった．

この影響で，西日本を中心に浸水害や土砂災害等が

発生したほか，公共施設や農地等への被害が発生し

た．また，停電や電話の不通などライフラインへの被

害が発生し，道路の通行止めや鉄道の運休，船舶の欠

航等の交通障害が発生した（被害の状況は，気象庁及

び，平成29年11月６日の内閣府とりまとめによる)．

気候情報

2017年の台風

発生数は平年並，日本への接近数は平年より少ない８個で，そのうち４個が上陸

１．概要

台風の発生数は平年並の27個（平年値25.6個）で

あった．日本への台風の接近数は平年より少ない８個

（平年値11.4個）であった．日本への台風の上陸数は

平年値2.7個より多い４個（第３号，第５号，第18号，

第21号）であった．このうち，台風第５号は，ゆっく

りとした速度で複雑な経路を辿ったため，台風の期間

は19.00日と長く（平均は5.3日），1951年の統計開始

以来２位タイとなった．

第１表に台風の発生数，上陸数，接近数を，第２表

2017年の台風
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に発生した台風の一覧を示す．

２．日本に影響を及ぼした主な台風

日本に影響した台風（本稿では台風の中心が日本か

ら概ね500kmに入った場合とする）のうち，主な台

風について以下に概要を示す．また，時刻について

は，全て日本時で表記した．第３表に日本に影響した

台風の一覧，第１図にその経路図を示す．

(1)台風第３号（1703 NANMADOL）

７月１日15時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は北西へ進み，２日09時に沖縄の南で台風第３

号となった．台風は，徐々に進路を北東に変え，３日

15時に東シナ海で勢力が最大となった．台風は，４日

08時頃，長崎県長崎市付近に上陸し，４日12時過ぎ，

愛媛県宇和島市付近に再上陸した．４日17時前，和歌

山県田辺市付近に再上陸した後，台風は５日09時に日

本の東で温帯低気圧となり，北東へ進んだ後，８日21

時に東経180度を越えた．

(2)台風第５号（1705 NORU）

７月19日15時に南鳥島の東海上で発生した熱帯低気

圧は西へ進み，20日21時に南鳥島の北東で台風第５号

となった．台風は，反時計回りに進んだ後，進路を南

西に変えた．その後，徐々に進路を北西に変えなが

ら，31日09時に父島の南南西で勢力が最大となった．

台風は，８月５日に屋久島の西海上でほとんど停滞し

た後，進路を北東に変え，６日02時過ぎに屋久島を通

過し，同日09時半頃に種子島を通過した．台風は７日

10時前に室戸岬を通過し，同日15時過ぎに和歌山県北

部に上陸して，その後も北東に進み，８日には日本海

に達した．台風は８日21時に日本海で温帯低気圧とな

り，その後，９日21時に消滅した．

(3)台風第９号（1709 NESAT）

７月25日15時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

低気圧は北北西へ進み，26日03時に同海域で台風第９

号となった．台風は，29日03時に台湾の南東で勢力が

最大となり，同日に台湾に上陸して進路を西北西に変

えた後，東シナ海を進んだ．台風は，30日09時に華南

に上陸し，同日21時に熱帯低気圧となった後，31日09

時に同地域で消滅した．

(4)台風第10号（1710 HAITANG）

７月27日21時に南シナ海で発生した熱帯低気圧は，

29日03時に同海域で台風第10号となった．台風は，30

日15時に台湾の南で勢力が最大となった後，台湾に上

陸し，31日朝に華南に上陸した．台風は，31日15時に

華南で熱帯低気圧となった後，８月１日15時に長江下

流付近で温帯低気圧となって北へ進み，３日09時に黄

河下流付近で消滅した．

(5)台風第13号（1713 HATO）

８月19日21時にフィリピンの東海上で発生した熱帯

第１表 平成29年（2017年）の台風発生数，日本への上陸数 ，日本への接近数 と平年値及び平成28年（2016年）
との比較

項目 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年間

発生数 0.3 0.1 0.3 0.6 1.1 1.7 3.6 5.9 4.8 3.6 2.3 1.2 25.6

平年値 上陸数 0.0 0.2 0.5 0.9 0.8 0.2 0.0 2.7

接近数 0.2 0.6 0.8 2.1 3.4 2.9 1.5 0.6 0.1 11.4

発生数 4 7 7 4 3 1 26
平成28年
(2016年)

上陸数 4 2 6

接近数 1 5 4 1 11

発生数 1 1 8 5 4 3 3 2 27
平成29年
(2017年)

上陸数 1 1 1 1 4

接近数 4 2 2 2 8

(注)・平年値は，昭和56年（1981年)～平成22年（2010年）の30年平均．
・日本への接近は２か月にまたがる場合があり，各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致
しない．

上陸 台風の中心が北海道，本州，四国，九州の海岸線に達した場合をいう．小さい島や半島を横切って短
時間で再び海に出る場合は通過とする．

接近 台風の中心が，国内のいずれかの気象官署等から300km以内に入った場合をいう．
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第
２
表

平
成
29
年
（
20
17
年
）
に
発
生
し
た
台
風
の
一
覧
表
．

台 風 番 号

台
風
名

熱
帯
低
気
圧
の
発
生

月
日
時

北
緯

東
経

台
風
の
発
生

月
日
時

北
緯

東
経

台
風
期
間
中
の
最
低
（
大
）
値

海
面
気
圧

月
日
時

h
P
a

風
速

月
日
時
m
/ s

強
風
半
径

月
日
時

k
m

熱
帯
低
気
圧
ま
た
は
温
帯
低

気
圧
と
な
っ
た
日
時
と
位
置

月
日
時

北
緯

東
経

種
類

消
滅
前
の
最
後
に
確
認
さ
れ

た
日
時
と
位
置
，
又
は
域
外

に
出
た
最
初
の
日
時

月
日
時

北
緯

東
経

１
M
U
IF
A

4
23
03

8.
6
14
3.
9

4
26
03

13
.1

13
6.
0

4
27
09

10
02

4
27
09

18
4
27
09

E
:2
20
W
:1
70

4
27
15

15
.9

13
4.
7
T
D

4
29
15

22
.7

14
1.
8

２
M
E
R
B
O
K

6
10
09

13
.0

11
9.
0

6
11
09

16
.0

11
6.
8

6
12
21

98
5

6
12
21

30
6
13
03

E
:1
90
W
:1
50

6
13
09

24
.0

11
5.
0
T
D

6
13
15

25
.5

11
5.
7

３
N
A
N
M
A
D
O
L

7
1
15

15
.0

13
2.
2

7
2
09

20
.7

12
7.
1

7
4
08

98
5

7
4
08

30
7
5
03

S
:2
20
N
:1
10

7
5
09

36
.1

14
6.
0

L
7
8
21

域
外

４
T
A
L
A
S

7
14
09

16
.0

11
4.
1

7
15
15

16
.9

11
1.
7

7
17
03

98
5

7
17
03

25
7
16
21

N
:3
90
S
:3
30

7
17
21

19
.2

10
0.
9
T
D

7
18
03

19
.5

10
0.
4

５
N
O
R
U

7
19
15

26
.1

16
2.
1

7
20
21

27
.4

15
9.
0

8
1
09

93
5

8
1
09

50
7
27
15

N
E
:3
90
S
W
:2
80

8
8
21

38
.7

13
8.
5

L
8
9
15

39
.2

13
9.
3

６
K
U
L
A
P

7
20
09

23
.0

17
8.
1

7
21
15

26
.4

17
7.
3

7
25
21

10
02

7
24
21

20
7
24
09

N
:3
30

S
:2
20

7
26
03

32
.0

15
2.
3
T
D

7
28
09

27
.1

14
9.
2

７
R
O
K
E

7
21
15

18
.6

12
4.
3

7
22
15

21
.2

11
9.
0

7
23
09

10
02

7
23
09

18
7
23
03

90
7
23
15

22
.8

11
3.
2
T
D

7
23
21

22
.9

11
0.
5

８
S
O
N
C
A

7
21
09

17
.5

11
4.
7

7
23
09

17
.6

11
1.
6

7
25
15

99
4

7
25
15

18
7
25
15

60
7
25
21

16
.8

10
6.
5
T
D

7
29
21

18
.0

10
3.
6

９
N
E
S
A
T

7
25
15

12
.8

12
9.
2

7
26
03

14
.5

12
8.
3

7
29
21

96
0

7
29
21

40
7
29
21

S
E
:3
90
N
W
:2
80

7
30
21

25
.6

11
7.
0
T
D

7
31
03

25
.0

11
6.
0

10
H
A
IT
A
N
G

7
27
21

19
.2

11
7.
8

7
29
03

18
.0

11
5.
8

7
30
15

98
5

7
30
15

23
7
31
09

S
:4
40
N
:2
20

7
31
15

27
.2

11
7.
6
T
D

8
3
03

34
.1

11
6.
2

11
N
A
L
G
A
E

7
31
15

26
.3

15
8.
3

8
2
09

25
.6

16
5.
4

8
5
21

99
0

8
5
21

23
8
5
21

N
E
:4
40
S
W
:2
80

8
6
03

38
.1

16
0.
2

L
8
9
15

45
.2

15
1.
3

12
B
A
N
Y
A
N

8
11
03

16
.0

17
0.
9

8
11
21

17
.3

16
8.
0

8
13
21

95
5

8
13
21

40
8
17
09

S
E
:2
20
N
W
:1
70

8
17
15

43
.0

17
6.
0

L
8
18
09

域
外

13
H
A
T
O

8
19
21

19
.1

13
0.
1

8
20
21

19
.7

12
6.
9

8
23
15

96
5

8
23
15

40
8
23
09

S
:3
30
N
:2
20

8
24
21

23
.8

10
4.
5
T
D

8
25
09

域
外

14
P
A
K
H
A
R

8
24
09

14
.9

12
8.
9

8
25
03

15
.1

12
4.
9

8
27
09

98
5

8
27
09

30
8
26
21

56
0

8
28
03

24
.7

10
8.
8
T
D

8
28
09

24
.1

10
8.
0

15
S
A
N
V
U

8
27
03

17
.8

14
7.
0

8
28
15

19
.7

14
7.
3

9
1
21

95
5

9
1
21

40
9
3
15

75
0

9
3
21

45
.2

15
4.
6

L
9
6
21

域
外

16
M
A
W
A
R

8
30
15

18
.9

12
2.
0

9
1
03

20
.0

11
8.
9

9
3
15

99
0

9
3
15

25
9
3
15

N
E
:2
20
S
W
:1
10

9
4
09

23
.5

11
4.
6
T
D

9
4
15

23
.5

11
3.
2

17
G
U
C
H
O
L

9
3
21

16
.1

13
1.
8

9
6
03

20
.3

12
1.
1

9
6
15

10
00

9
6
21

18
9
6
15

17
0

9
7
03

22
.2

11
9.
1
T
D

9
7
21

24
.7

11
9.
4

18
T
A
L
IM

9
8
21

14
.3

14
7.
1

9
9
21

15
.4

14
2.
9

9
15
03

93
5

9
15
03

50
9
17
09

N
E
:5
60
S
W
:4
40

9
18
03

37
.8

13
8.
7

L
9
23
03

59
.5

14
9.
8

19
D
O
K
S
U
R
I

9
10
09

14
.3

13
0.
0

9
12
21

14
.3

11
9.
5

9
15
15

95
5

9
15
15

40
9
14
15

N
:5
00
S
:3
30

9
16
09

18
.6

10
1.
0
T
D

9
16
09

18
.6

10
1.
0

20
K
H
A
N
U
N

10
11
09

15
.5

13
4.
0
10
12
21

18
.5

12
3.
3
10
15
09

95
5
10
15
09

40
10
15
09

S
W
:5
00
N
E
:3
90

10
16
09

20
.3

10
9.
9
T
D

10
16
15

20
.5

10
9.
3

21
L
A
N

10
15
15

8.
8
13
7.
3
10
16
03

9.
7
13
6.
2
10
22
15

91
5
10
22
15

50
10
23
06

85
0

10
23
09

37
.2

14
1.
5

L
10
24
03

44
.4

15
5.
4

22
S
A
O
L
A

10
22
15

9.
1
14
8.
3
10
24
21

14
.5

13
9.
3
10
29
18

97
5
10
29
18

30
10
29
09

N
:5
60
S
:3
90

10
29
21

34
.8

14
1.
1

L
10
29
21

34
.8

14
1.
1

23
D
A
M
R
E
Y

10
31
09

11
.0

12
6.
8
11

2
09

12
.5

11
7.
7
11

4
09

97
0
11

4
09

35
11

4
03

44
0

11
5
03

13
.2

10
5.
6
T
D

11
5
03

13
.2

10
5.
6

24
H
A
IK
U
I

11
7
21

10
.1

13
4.
2
11
10
09

15
.0

11
9.
2
11
11
21

99
8
11
11
21

20
11
11
21

N
W
:2
20
S
E
:1
10

11
12
15

17
.5

11
2.
3
T
D

11
13
09

17
.5

11
0.
5

25
K
IR
O
G
I

11
16
21

7.
1
12
3.
6
11
18
09

11
.5

11
5.
2
11
19
03

10
00

11
19
03

18
11
19
03

11
0

11
19
09

10
.9

11
0.
6
T
D

11
19
15

11
.0

10
9.
6

26
K
A
I-
T
A
K

12
14
03

10
.8

12
6.
8
12
14
09

11
.0

12
7.
4
12
15
15

99
4
12
21
03

20
12
15
15

33
0

12
21
21

6.
3
10
8.
5
T
D

12
24
03

2.
7

10
4.
8

27
T
E
M
B
IN

12
20
09

8.
1
13
4.
2
12
21
03

8.
6
13
0.
9
12
24
15

97
0
12
24
15

35
12
25
15

N
W
:5
00
S
E
:1
70

12
25
21

8.
7
10
7.
7
T
D

12
26
15

8.
6

10
3.
6

表
中
の
日
時
は
す
べ
て
日
本
時
（
JS
T
）．

「
台
風
期
間
中
の
最
低
（
大
）
値
」
の
起
時
は
，
最
低
（
大
）
と
な
っ
た
最
後
の
時
刻
で
あ
る
．

(但
し
，
風
速
は
ノ
ッ
ト
で
解
析
し
，
5
m
/ s
単
位
に
換
算
，
強
風
半
径
は
海
里
で
解
析
し
，
10
k
m
単
位
に
換
算
し
て
い
る
た
め
，
必
ず
し
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
事
が
あ
る
)

強
風
域
と
は
，
台
風
の
周
辺
で
平
均
風
速
が
お
お
む
ね
15
m
/ s
以
上
の
領
域
．

種
類
欄
の
「
T
D
」
は
熱
帯
低
気
圧
，「

L
」
は
温
帯
低
気
圧
を
表
す
．

域
外
と
は
，
日
付
変
更
線
（
東
経
18
0 °
）
よ
り
東
側
，
東
経
10
0 °
よ
り
西
側
，
又
は
北
緯
60
°よ
り
北
側
の
領
域
．

〝天気"65．5．
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低気圧は西へ進み，20日21時に同海域で台風第13号と

なった．台風は，ルソン海峡を進んだ後，23日09時に

南シナ海で勢力が最大となった．台風は，23日夕方に

華南に上陸した後，急激に勢力を弱め，24日21時に熱

帯低気圧となり，25日09時には東経100度を越えた．

(6)台風第15号（1715 SANVU）

８月27日03時にマリアナ諸島の東海上で発生した熱

帯低気圧は北へ進み，28日15時に同海域で台風第15号

となった．台風は，徐々に進路を西へ変えた後，小笠

原諸島の周辺で２回，反時計回りに進み，９月１日09

時に同海域で勢力が最大となった．その後，台風は進

路を北東に変え，３日21時に千島の東で温帯低気圧と

なり，アリューシャン近海を東へ進み，６日21時前に

東経180度を越えた．

(7)台風第17号（1717 GUCHOL）

９月３日21時にフィリピンの東で発生した熱帯低気

第３表 平成29年（2017年）に日本に影響した台風の概要表（熱帯低気圧，温帯低気圧の期間は除く)．

台風
番号

日本への影響
(台風の中心が日本から概ね500km以
内に入った場合）

月 日

始 終
地 域

日本への接近
(台風の中心が日本から概ね300km以
内に入った場合)

月 日

始 終
地 域

上陸，通過

3 7/2 7/5 沖縄・奄美，西日本，東
日本，東北地方

7/2 7/5 沖縄地方，西日本，東日
本，東北地方

４日08時頃，長崎市付近に
上陸した．
４日12時過ぎ，愛媛県宇和
島市付近に再上陸した．
４日17時前，和歌山県田辺
市付近に再上陸した．

5 7/28 8/8 沖縄・奄美，西日本，東
日本，北日本

7/28 8/8 沖縄・奄美，西日本，東
日本，東北地方

6日02時過ぎ，鹿児島県屋久
島を通過した．
6日09時半頃，鹿児島県種子
島を通過した．
7日10時前，高知県室戸岬を
通過した．
7日15時過ぎ，和歌山県北部
に上陸した．

9 7/28 7/30 沖縄地方 7/29 7/30 沖縄地方 上陸または通過せず．

10 7/30 7/31 沖縄地方 7/30 7/31 沖縄地方 上陸または通過せず．

13 8/21 8/22 沖縄地方 上陸または通過せず．

15 8/30 9/2 伊豆・小笠原諸島 8/30 9/2 伊豆・小笠原諸島 上陸または通過せず．

17 9/6 9/7 沖縄地方 上陸または通過せず．

18 9/12 9/18 沖縄・奄美，西日本，東
日本，東北地方

9/12 9/18 沖縄・奄美，西日本，東
日本，東北地方

17日11時半頃，鹿児島県薩
摩半島を通過した．
17日12時頃，鹿児島県垂水
市付近に上陸した．
17日16時半頃，高知県西部
に再上陸した．
17日22時頃，兵庫県明石市
付近に再上陸した．

21 10/21 10/23 沖縄・奄美，西日本，東
日本，東北地方

10/21 10/23 沖縄地方，四国地方，近
畿地方，東日本，東北地
方

23日03時頃，静岡県掛川市
付近に上陸した．

22 10/27 10/29 沖縄・奄美，西日本，東
日本，東北地方

10/27 10/29 沖縄・奄美，九州南部，
九州北部地方，四国地方，
近畿地方，東海地方，伊
豆・小笠原諸島，関東甲
信地方

28日14時前，沖縄県沖縄本
島付近を通過した．

台風の中心がそれぞれの地域のいずれかの気象官署等から500km以内に入った場合を「日本に影響した台風」とした．
台風の中心がそれぞれの地域のいずれかの気象官署等から300km以内に入った場合を「日本に接近した台風」とした．
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圧は西へ進み，進路を北西へ変えた後，６日03時にルソ

ン海峡で台風第17号となり，勢力が最大となった．台

風は進路を北北西に変え，７日03時に台湾海峡で熱帯

低気圧となり，北へ進んだ後，８日03時に消滅した．

(8)台風第18号（1718 TALIM）

９月８日21時にグアム島の北東海上で発生した熱帯

低気圧は西北西に進み，９日21時にグアム島の北西で

台風第18号となった．その後台風は北西に進み，14日

09時に石垣島の北海上で勢力が最大となった．台風

は，進路を北東に変え，17日11時半頃に鹿児島県薩摩

半島を通過し，同日12時頃鹿児島県垂水市付近に上陸

した後，同日16時半頃に高知県西部に再上陸し，更に

同日22時頃に兵庫県明石市付近に再上陸した．台風は

その後日本海に抜け，18日03時に佐渡島付近で温帯低

気圧となり，速度を上げながら北北東に進み，23日09

時にオホーツク海で消滅した．

(9)台風第21号（1721 LAN）

10月15日15時にカロリン諸島近海で発生した熱帯低

気圧は北西に進み，16日03時に同海域で台風第21号と

なり，進路を西南西に変えた．台風は進路を急激に北

へ変えた後，18日には進路を北西に変えた．台風は，

進路を北東に変えた後，徐々に加速しながら22日03時

に南大東島の東で勢力が最大となった．台風は速度を

速めながら北東に進み，23日03時頃に静岡県掛川市付

近に上陸し，関東地方を北東へ進んだ後，23日09時に

日本の東で温帯低気圧となり，24日09時に千島近海で

消滅した．

(10)台風第22号（1722 SAOLA）

10月22日15時にトラック諸島の西海上で発生した熱

帯低気圧は北西に進み，24日21時にマリアナ諸島の西

海上で台風第22号となった．台風は引き続き北西に進

み，進路を北に変えた後，28日03時に沖縄の南で勢力が

最大となった．台風は，進路を北東に変え，28日14時前

に沖縄県沖縄本島付近を通過した後，29日21時に千葉

県の南東沖で温帯低気圧となり，30日03時に消滅した．

第１図 2017年に日本に影響を及ぼした台風の経路図．

〝天気"65．5．
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